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　The purpose of this study was to examine statistically the relationship between the shooting 
position and the place of getting rebounds.
　For the object, We selected randomly 16 games in the men＇s top league of university.
　For the method, We videotaped the games. We divided the court into 5 areas by the angles of the 
shot and 6 areas by the length of the shot and tally up the data of shooting position and the place of 
getting rebounds. We analyzed the data by Pearson＇s correlation analysis, and examined with the 
percentage of the rebounds. The results are the following.
1）For all the angles of the shot, as the length of the shot gets longer, the distance of the rebound 
becomes longer.
2）For 3 point shots, as the shooting angle gets closer to the left corner, the length of rebound 
becomes longer.
3）For the shot over 3.75 meters, the angle of rebound is same as the angle shot on the help-side.
4）As the length of the shot gets longer at the right corner, the angle of the rebound becomes 
closer to help-side corner.
　From the above results, it revealed statistically the relationship between the shooting position 
and the place of getting rebounds.
　In conclusion, it was suggested that when the team control the place of getting rebounds, it was 
related to getting more rebounds and the possibility leading to ascendancy in the game.
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Ⅰ．緒　言

　バスケットボール競技における試合の勝敗は
様々な要因によって左右される．岡本1）は「バス
ケットボールの勝敗を決定する要因として，オ

フェンスリバウンド，ディフェンスリバウンド，
反則がクローズアップされた．」と報告している．
Dafler 2）は「個人ファールやターンオーバー，ま
たシュート率が低い，という要素は勝敗に大きく
影響を及ぼすが，リバウンドボール（以下：RB）
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を獲得することが穴埋めする事になる．」と述べ
ている．RBとは，シュートされたボールがゴー
ル不成功に終わり，リングあるいはバックボード
に当たり落ちてきたボール，またシュートされた
ボールがリングやバックボードに当たることなく
落ちてきたボールのことを言う3）．「勝ちチーム
のほうが多く RBを獲得する．」という武井ら4）

の報告をはじめ，RBと試合の勝敗との関係につ
いては多くの研究がなされており，RB獲得がバ
スケットボール競技の勝敗を決める１つの要因で
あることが明らかにされている．
　RBの獲得について柴田ら5）は「RBの獲得のた
めには，プレーヤーの動作やポジションの確保だ
けでなく，RBの落下位置に関する知識が必要不
可欠なものである．」と述べている．また Dafler 4）

は「優れたリバウンダーはショットが放たれた位
置とショットの飛び具合を見て，RBがどのあた
りに落ちてくるのかを見越す能力を習得してい
る．」と述べており，RBの落下位置に関する研
究が数多く存在している4）5）6）7）8）9）10）．しかし，
これらの研究はディフェンスやリバウンダーのい
ない状況（以下：シミュレーション）における
シュートからの RBの落下位置であり，実際の
ゲーム（以下：オフィシャルゲーム）における
シュートからの RBの落下位置を観たものではな
い．またオフィシャルゲームにおけるシュートか
らの RBを獲得した位置（以下：RB獲得位置）
についての研究も存在するが3）11）12）13）14），シュー
トを打った位置（以下：シュート位置）と RB獲
得位置の関係を統計的に明らかにしたものは数少
ない．
　柴田ら5）は「シミュレーションのシュートから
の RBの落下位置は，RBがコートの床に着地し
た地点を記録したものである．実際のゲームでは
RBが床に着地する事は稀であり，相手に RBを
とられないうちに空中にあるボールをジャンプし
て獲得することが通常である．したがって，実際
の RB獲得に対する指導のためには，シミュレー
ションのシュートからの落下位置よりもゴールに
近い位置を想定しなければならない．」と報告し

ている．さらに，山城屋3）は「練習時の３ポイン
トシュート（以下　３Ｐシュート）と，試合中の
３ポイントシュートの RBを比較すると練習時の
３Ｐシュートのほうがわずかではあるがゴールよ
り 2.50mを境にして，遠くに落ちる．」ことを報
告している．これらのことから，オフィシャルゲー
ムでのシュートは，ディフェンスのプレッシャー
を受けるためにシミュレーションのシュートより
もシュート軌跡が大きくずれることが考えられ，
オフィシャルゲームとシミュレーションでは RB

獲得位置も変わってくることが考えられる．これ
らに焦点をあて，実際のゲームでのシュート位置
と RB獲得位置の関係を統計的に明らかにするこ
とができれば，RB獲得位置を占有する事で多く
の RBを獲得し，ゲームを優位にすすめることが
可能であると考えられる．
　そこで本研究では，バスケットボール競技のオ
フィシャルゲーム中におけるシュート位置と RB

獲得位置の関係を統計的に明らかにし，コーチン
グにおける基礎的データを得ることを目的とし
た．

Ⅱ．方　法

１）対象
　2005 年 10 月８日〜 10 月 23 日に国立代々木競
技場第２体育館で行われた，第 81 回関東大学男
子バスケットボールリーグ戦の１部リーグ 16 試
合を任意に選び，右手におけるセットシュートお
よびジャンプシュートを分析の対象とした．

２）撮影方法
　撮影にはデジタルビデオカメラレコーダー
（SONY社製，DCR-HC41，Japan）２台を用い，
センターライン延長上の観客席最上段に三脚にて
固定し，各々のハーフコートを１台のカメラで撮
影した．

３）エリア区分方法
　シュート位置と RB獲得位置の方向と距離を見
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るために方向のエリア区分と距離のエリア区分を
設定した．
　方向のエリア区分は，高木14）の方法を参考にし，
VTRを映し出した画面を図１に示すようにリン
グの支点を基点としてライトコーナー，ライト
ウィング，トップ，レフトウィング，レフトコー
ナー５つに分けた（以下　方向エリア）．

　距離のエリア区分は，図２に示すようにリング
の中心から 1.25mずつコートをテープで分割し，
リングに近いエリアから A, B, C, D, E, Fの６つに
分けた（以下　距離エリア）．

４）RB の定義
　RBはシュートしたボールがリングを通過しな
かったライブの状態のボール15）とした．但し，
下記の場合は除外した．
①フリースローでの RB

② コート内の選手にも床にも触れずにアウトした
RB

③イレギュラーなシュートによる RB

５）RB 獲得位置の定義
　日本バスケットボール協会はバスケットボール
指導教本の中でリバウンドの種類として両手リバ
ウンド，片手リバウンド，ティプアウトの３つを
あげている16）．そこで本研究では，RBを最初に
触れた選手の足のエリア，もしくは RBがコート
の床に落下したエリアを RB獲得位置とした．ま
たコートに足が接地していない状態での RB獲得
は，動作前の足のエリアを RB獲得位置とした．
　選手の足が２つ以上のエリアに入った場合の
RB獲得位置を下記のように定義した．
① 距離エリアにおいて２つのエリアをまたぐ場合
は，リングに近い方のエリアを RB獲得位置と
する．
② 距離エリアにおいての RB獲得位置は，片足が
境界線上で片足がエリアに入っている場合は，
エリアに入っている方の足のエリアを RB獲得
位置とする．
③ 方向エリアにおいて２つのエリアをまたぐ場合
は，ウィングを RB獲得位置とする．
④ 方向エリアにおいて３つ，もしくは 5つのエリ
アをまたぐ場合は，真ん中のエリアを RB獲得
位置とする．
⑤ 方向エリアにおいて４つのエリアをまたぐ場合
は，内側の２つのエリアのウィングを RB獲得
位置とする．
⑥ 片足踏切の際に境界線上で踏み切る場合，距離
エリアにおいてはリングに近い方のエリア，方
向エリアにおいてはウィングを RB獲得位置と
する．

６）シュート位置の定義
　シュートを打った選手の足のエリアをシュート
位置とした．またコートに足が接地していない状
態でのシュートは，動作前の足のエリアをシュー
ト位置とした．

図１　方向エリア区分

図２　距離エリア区分
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　選手の足が２つ以上のエリアに入った場合の
シュート位置・RB獲得位置を下記のように定義
した．
① 距離エリアにおいて２つのエリアをまたぐ場合
は，リングに近い方のエリアをシュート位置と
する．
② 距離エリアにおいてのシュート位置は，どちら
かの足が少しでも境界線上にある場合は，リン
グに近い方のエリアをシュート位置とする．
③ 方向エリアにおいて２つのエリアをまたぐ場合
は，ウィングをシュート位置とする．
④ 方向エリアにおいて３つ，もしくは 5つのエリ
アをまたぐ場合は，真ん中のエリアをシュート
位置とする．
⑤ 方向エリアにおいて４つのエリアをまたぐ場合
は，内側の２つのエリアのウィングをシュート
位置とする．
⑥ 片足踏切の際に境界線上で踏み切る場合，距離
エリアにおいてはリングに近い方のエリア，方
向エリアにおいてはウィングをシュート位置と
する．

７）統計処理
　距離エリアにおいては，各境界線の中心点を算
出し，Ａを 0.625m，Ｂを 1.875m，Ｃを 3.125m，
Ｄを 4.375m，Ｅを 5.625m，Ｆを 6.875mとし，
また方向エリアでは，各境界線の中心角度を算出
し，ライトコーナーを 80°，ライトウィングを 40°，
トップを 0°，レフトウィングを -40°，レフトコー
ナーを -80°として，シュート位置と RB獲得位
置との相関関係について Pearsonの相関分析を
行った．有意水準は５％未満とした．

Ⅲ．結　果

結果１：シュート位置と RB獲得位置の関係

１）シュート距離と RB 距離の関係（表１）
　全てのシュートにおけるシュート距離と RB距
離に有意な正の相関関係が認められた（n＝729, r

＝0.367, p＜0.001）．
　さらに，シュート方向別におけるシュート距離
と RB距離の関係は，全ての方向でシュート距離
と RB距離に有意な正の相関関係が認められた
（ライトコーナー：n＝149, r＝0.372, p＜0.001，
ライトウィング：n＝157, r＝0.352, p＜0.001，トッ
プ：n＝139, r＝0.300, p＜0.001，レフトウィング：
n＝158, r＝0.375, p＜0.001，レフトコーナー：n

＝126, r＝0.425, p＜0.001）．

２）シュート方向と RB 距離の関係（表２）
　全てのシュートにおけるシュート方向と RB距
離に有意な負の相関関係が認められた（n＝729, r
＝-0.098, p＜0.01）．
　さらに，シュート距離別におけるシュート方向
と RB距離の関係は，Ｆからのシュートにおいて
シュート方向と RB距離に有意な負の相関関係が
認められた（n＝348, r＝-0.125, p＜0.05）．その
他のシュート距離ではシュート方向と RB方向に
有意な相関関係は認められなかった ．

表１　シュート距離と RB距離の関係

表２　シュート方向と RB距離の関係
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３）シュート方向と RB 方向の関係（表３）
　全てのシュートにおけるシュート方向と RB方
向に有意な負の相関関係が認められた（n＝729, r
＝-0.126, p＜0.01）．
　さらに，シュート距離別におけるシュート方向
と RB方向の関係は，Ｄ・Ｅ・Ｆの距離でシュー
ト方向と RB方向に有意な負の相関関係が認めら
れた（D：n＝99, r＝-0.214, p＜0.05，E：n＝108, 
r＝-0.250, p＜0.01，F：n＝348, r＝-0.154, p＜
0.01）．その他の距離ではシュート方向と RB方
向に有意な相関関係は認められなかった．

４）シュート距離と RB 方向の関係（表４）
　全てのシュートにおけるシュート距離と RB方
向に有意な相関関係は認められなかった．
　しかし，シュート方向別におけるシュート距離
と RB方向の関係をみた結果，ライトコーナーか
らのシュートにおいてシュート距離と RB方向に
有意な負の相関関係が認められた（n＝149, r＝
-0.199, p＜0.05）．他のシュート方向ではシュー
ト距離と RB方向に有意な相関関係は認められな
かった．

結果２：RB獲得率
　獲得率では山城屋3）のエリア区分を参考にして
シュート距離のＡ，Ｂをゴール下とし，Ｃ，Ｄ，
Ｅをミドルとし，Ｆを３Ｐとした．また，ゴール
下からのシュートをゴール下シュート，ミドルか
らのシュートをミドルシュート，３Ｐからの
シュートを３Ｐシュートとした．バスケットボー
ルの指導において，コートをゴールとゴールを結
んだミドルライン（仮想線）によって二分し，ボー
ルを保持しているプレーヤーがいる半分のコート
を「ボールサイド」，その反対の半分のコートを「ヘ
ルプサイド」と呼ぶ5）．これにならって，シュー
ト位置がウィング・コーナーの場合に RBの方向
エリアは，シュートが打たれたボールサイドの
ウィングをボールサイドウィング，コーナーを
ボールサイドコーナー，反対にヘルプサイドの
ウィングをヘルプサイドウィング，コーナーをヘ
ルプサイドコーナーとした．
　各シュート位置からのシュートにおけるそれぞ
れのエリアでの RB獲得率の結果を下記に示し
た．

１�）ライトコーナーからのゴール下シュートにお
ける各エリアでの RB 獲得率（表５）
　ライトコーナーからのゴール下シュートによる
RBはＡのボールサイドウィング・トップ・ヘル
プサイドウィングで 19.4％と高い確率で獲得され
ている．また，Ａの各エリアの合計は 83.9％とほ
とんどの RBが獲得されている．

表４　シュート距離と RB方向の関係

表３　シュート方向と RB方向の関係

表５　 ライトコーナーからのゴール下シュートに
おける各エリアでの RB獲得率
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２�）ライトウィングからのゴール下シュートにお
ける各エリアでの RB 獲得率（表６）
　ライトウィングからのゴール下シュートによる
RBはＡのトップで 40.9％，ボールサイドウィン
グで 22.7％と高い確率で獲得されている．また，
Ａの各エリアの合計は 90.9％とほとんどの RBが
獲得されている．

３�）トップからのゴール下シュートにおける各エ
リアでの RB 獲得率（表７）
　トップからのゴール下シュートによる RBは A

のレフトウィングで 40.0％，ライトウィング・トッ
プで 20.0％と高い確率で獲得されている．また，
Ａの各エリアの合計は 80.0％とほとんどの RBが
獲得されている．

４�）レフトウィングからのゴール下シュートにお
ける各エリアでの RB 獲得率（表８）
　レフトウィングからのゴール下シュートによる
RBはＡのヘルプサイドウィングで 42.9％，トッ
プで 19.0％と高い確率で獲得されている．また，
Ａの各エリアの合計は 85.7％とほとんどの RBが
獲得されている．

５�）レフトコーナーからのゴール下シュートにお
ける各エリアでの RB 獲得率（表９）
　レフトコーナーからのゴール下シュートによる
RBはＡのヘルプサイドウィングで 35.7％，ボー
ルサイドウィング・トップで 28.6％と高い確率で
獲得されている．また，Ａの各エリアの合計は
100.0％と全ての RBが獲得されている．

表６　 ライトウィングからのゴール下シュートに
おける各エリアでの RB獲得率

表８　 レフトウィングからのゴール下シュートに
おける各エリアでの RB獲得率

表７　 トップからのゴール下シュートにおける各
エリアでの RB獲得率

表９　 レフトコーナーからのゴール下シュートに
おける各エリアでの RB獲得率
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６�）ライトコーナーからのミドルシュートにおけ
る各エリアでの RB 獲得率（表10）
　ライトコーナーからのミドルシュートによる
RBはＡのボールサイドウィング・トップ・ヘル
プサイドウィング・ヘルプサイドコーナーで
12.3％，Ｂのヘルプサイドウィング・ヘルプサイ
ドコーナーで 9.2％と高い確率で獲得されている．
また，Ａの各エリアの合計は 50.8％，Ｂの各エリ
アの合計は 38.5％とＡとＢのエリアでほとんどの
RBが獲得されている．

７�）ライトウィングからのミドルシュートにおけ
る各エリアでの RB 獲得率（表11）
　ライトウィングからのミドルシュートによる
RBはＡのヘルプサイドウィングで 17.5％，Ａの
ヘルプサイドコーナー・Ｂのトップで 12.5％と高
い確率で獲得されている．また，Ａの各エリアの
合計は 45.0％，Ｂの各エリアの合計は 37.5％とＡ
とＢのエリアでほとんどの RBが獲得されてい
る．

８�）トップからのミドルシュートにおける各エリ
アでの RB 獲得率（表12）
　トップからのミドルシュートによる RBはＡの
トップで 17.6％，レフトウィングで 13.5％と高い
確率で獲得されている．また，Ａの各エリアの合
計は 50.0％，Ｂの各エリアの合計は 36.5％とＡと
Ｂのエリアでほとんどの RBが獲得されている．

９�）レフトウィングからのミドルシュートにおけ
る各エリアでの RB 獲得率（表13）
　レフトウィングからのミドルシュートによる
RBはＡのヘルプサイドウィングで 24.1％，Ｂの
ボールサイドウィングで 17.2％と高い確率で獲得
されている．また，Ａの各エリアの合計は
50.0％，Ｂの各エリアの合計は 39.7％とＡとＢの

表10　 ライトコーナーからのミドルシュートにお
ける各エリアでの RB獲得率

表11　 ライトウィングからのミドルシュートにお
ける各エリアでの RB獲得率

表12　 トップからのミドルシュートにおける各エ
リアでの RB獲得率
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エリアでほとんどの RBが獲得されている．

10�）レフトコーナーからのミドルシュートにおけ
る各エリアでの RB 獲得率（表14）
　レフトコーナーからのミドルシュートによる
RBはＡのボールサイドウィング・Ｂのヘルプサ
イドコーナーで 17.4％，Ｂのヘルプサイドコー
ナーで13.0％と高い確率で獲得されている．また，
Ａの各エリアの合計は 50.0％，Ｂの各エリアの合
計は 30.4％とＡとＢのエリアでほとんどの RBが
獲得されている．

11�）ライトコーナーからの３Ｐシュートにおける
各エリアでの RB 獲得率（表15）
　ライトコーナーからの３Ｐシュートによる RB

はＡのヘルプサイドコーナーで 19.2％，Ｂのヘル

プサイドウィング・ヘルプサイドコーナーで
13.5％と高い確率で獲得されている．また，Ａの
各エリアの合計は 44.2％，Ｂの各エリアの合計は
40.4％とＡとＢのエリアではほとんど同率の RB

が獲得されている．

12�）ライトウィングからの３Ｐシュートにおける
各エリアでの RB 獲得率（表16）
　ライトウィングからの３Ｐシュートによる RB

はＡのヘルプサイドウィング・Ｂのヘルプサイド
コーナーで 15.6％，Ｂのボールサイドウィングで
11.5％と高い確率で獲得されている．また，Ａの
各エリアの合計は 30.2％，Ｂの各エリアの合計は
47.9％とＡのエリアよりＢのエリアのほうが高い
確率で RBが獲得されている．

表13　 レフトウィングからのミドルシュートにお
ける各エリアでの RB獲得率

表14　 レフトコーナーからのミドルシュートにお
ける各エリアでの RB獲得率

表15　 ライトコーナーからの３Ｐシュートにおけ
る各エリアでの RB獲得率

表16　 ライトウィングからの３Ｐシュートにおけ
る各エリアでの RB獲得率
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13�）トップからの３Ｐシュートにおける各エリア
での RB 獲得率（表17）
　トップからの３Ｐシュートによる RBはＡのラ
イトウィングで 14.5％，Ａのレフトウィング，Ｂ
のトップで 9.1％と高い確率で獲得されている．
また，Ａの各エリアの合計は 29.1％，Ｂの各エリ
アの合計は 40.0％とＡのエリアよりＢのエリアの
ほうが高い確率で RBが獲得されている．

14�）レフトウィングからの３Ｐシュートにおける
各エリアでの RB 獲得率（表18）
　レフトウィングからの３Ｐシュートによる RB

はＡのヘルプサイドウィングで 13.9％，Ｂのヘル
プサイドウィングで 12.7％と高い確率で獲得され
ている．また，Ａの各エリアの合計は 31.6％，Ｂ
の各エリアの合計は 44.3％とＡのエリアよりＢの
エリアのほうが高い確率で RBが獲得されてい
る．

15�）レフトコーナーからの３Ｐシュートにおける
各エリアでの RB 獲得率（表19）
　レフトコーナーからの３Ｐシュートによる RB

はＢのヘルプサイドコーナーで 21.2％，Ａのヘル
プサイドウィング・Ｂのボールサイドウィングで
9.1％と高い確率で獲得されている．また，Ａの
各エリアの合計は 21.2％，Ｂの各エリアの合計は
48.5％とＡのエリアよりＢのエリアのほうが高い
確率で RBが獲得されている．

Ⅳ．考　察

　本研究では，バスケットボール競技のオフィ
シャルゲーム中におけるシュート位置と RB獲得
位置の関係を統計的に明らかにし，コーチングに

表17　 トップからの３Ｐシュートにおける各エリ
アでの RB獲得率

表18　 レフトウィングからの３Ｐシュートにおけ
る各エリアでの RB獲得率

表19　 レフトコーナーからの３Ｐシュートにおけ
る各エリアでの RB獲得率
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おける基礎的データを得ることを目的とした．以
下に，シュート距離と RB距離の関係，シュート
方向と RB距離の関係，シュート方向と RB方向
の関係，シュート距離と RB方向の関係について
図３〜 17 の各シュート位置からのシュートにお
ける RB獲得率の分布と合わせて考察した．

１）シュート距離と RB 距離の関係
　先行研究によると，遠くからスローされたミス・
ショットほど，その RBは遠くへリバウンドする
確率が高くなることが報告されている10）．また３
Ｐシュートの RBは，２Ｐシュートの RBよりも
リングから遠い位置に落下する傾向を有すること
が報告されている12）．本研究の結果においても，
シュート距離が長くなるほど，RB距離も長くな
ることが示された．さらに，どのシュート方向で
もシュート距離が長くなるほど，RB距離も長く
なることが示された（表１）．
　しかし，ミドルシュート・３Ｐシュートにおけ
る RB獲得率の分布（図８〜 17）では，ゴール
下シュート（図３〜 7）と同じリングに近い位置
でも RBが獲得される傾向を示した．高木14）は「物
理的原理からすれば，単純に考えて遠くから投げ
たボールの方が遠くへはね返るであろうことは，
バスケットへのシュートの場合，そのシュート軌
跡がループを描くことから，容易に予想できるこ
とである．」と述べている．しかし，３Ｐシュー
トでもゴール下シュートと同じリングに近い位置
で獲得された傾向を示したことは，バスケット
ボールのバックストップ・ユニット（以下　ゴー
ル）が，バックボード，リングおよびその取り付
け部分，ネット，バックボード・サポートで構成
される複雑な構造をしているため15），ボールが当
たる位置によって RB距離が変化したと推察され
る．

２）シュート方向と RB 距離の関係
　３Ｐシュートにおいて，シュート方向がライト
コーナーからレフトコーナーに移動するにつれ
て，RB距離が長くなることが示された（表２）．

　武井4）は，バスケットボールのプレイヤーの多
くが右利きであるため，ボール・リリース点が視
点よりも右側にあり，右側へシュート軌跡がずれ
ることを示している．また，コーナーからのシュー
トにおいて，ライトコーナーとレフトコーナーで
RB方向に違う傾向がみられたと報告している．
本実験でのシュートは右手のセットシュートと
ジャンプシュートであるため，シュート軌跡が右
側へずれるということは，ライト側からのシュー
トはリングの付け根付近に当たり，レフト側から
のシュートはリングの先端付近に当たると考えら
れる．また，トップからのシュートはリングの右
側に当たることが考えられる．
　本研究の結果で，３Ｐシュートにおいて，シュー
ト方向がライトコーナーからレフトコーナーに移
動するにつれて，RB距離が長くなることが示さ
れたことから，レフト側からの 3Pシュートにお
ける RBの多くがリング先端付近に当たると考え
られ，リング先端付近に当たった RBは遠くに跳
ね返ることが考えられる．またこのことは，前項
で述べたボールが当たる位置によって RB距離が
変化したという考察を支持するものである．
　ゴール下シュート・ミドルシュートは３Ｐ
シュートのようなシュート方向がライトコーナー
からレフトコーナーに移動するにつれて，RB距
離が長くなる傾向を示さなかった．３Ｐシュート
（図 13〜 17）による RB距離はゴール下シュート・
ミドルシュート（図３〜 12）よりも長いため，ゴー
ルに当たる位置によって RB距離に大きな変化が
あると考えられる．しかし，ゴール下シュート・
ミドルシュートによる RB距離は３Ｐシュートよ
りも短いため，シュート方向によってゴールに当
たる位置が違っても RB距離に大きな変化はない
と考えられる．これらのことから，レフト側から
のゴール下シュート・ミドルシュートがリング先
端付近に当たっても RBは遠くに跳ね返ることが
なかったと考えられる

３）シュート方向と RB 方向の関係
　先行研究では，シュート方向と RB方向に関し
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て，シュート位置と反対側の地域に多くの RBが
落下することが報告されている2）4）7）8）9）14）．本研
究でも，シュート距離が 3.75m以上のシュートに
よる RB方向は，シュート位置のヘルプサイド側
での同角度（コーナーからのシュートはヘルプサ
イドのコーナー，ウィングからのシュートはヘル
プサイドのウィング，トップからのシュートは
トップ）になることが示された（表３）．各シュー
ト位置からのシュートにおける RB獲得率の分布
を示した図３〜 17 では，トップ（図 15）を除く
３Ｐシュート（図 13, 14, 16, 17）・ミドルシュー
ト（図８〜 12）で，シュート位置のヘルプサイ
ド側の同角度において多く RBが獲得される傾向
を示した．しかし，ボールサイド側でも RBは獲
得されており，武井9）のシュートポジションの反
対側の地域の次に多くリバウンドボールが落下す
る地域は，シュートポジションに近い地域である
という報告に類似した．コーナーからのミドル
シュート・３Ｐシュートによる RBはシュート軌
跡が左右にずれなければ，RB方向はシュート位
置か，ヘルプサイド側の同角度に跳ね返ることが
考えられる．ビリヤードではどの角度からクッ
ションに当てても，中心を普通の強さで突けば入
射角と反射角は同じになることが言われてい
る17）．ビリヤードのクッションと同じようにバス
ケットボールにおいてもバックボードは平面であ
るためバックボードに当たったボールは同角度で
跳ね返ることが考えられる．そのため，ウィング
からの３Ｐシュート・ミドルシュートによる RB

とヘルプサイドウィング，トップからの３Ｐ
シュート・ミドルシュートによる RBは，トップ
に跳ね返ることが考えられる．このことから，３
Ｐシュート・ミドルシュートにおいてシュート軌
跡が左右にずれなければ，RB方向はシュート位
置か，ヘルプサイド側の同角度になると考えられ
る．しかし，トップからの３Ｐシュート（図 15）
において，RBがライトウィングで多く獲得され
る傾向を示したのは，武井 4）の述べる，シュー
ト軌跡が右側にずれることによるものと考えられ
る．

　トップにおいて３Ｐシュートだけが，ライト
ウィングで獲得される傾向を示したのは，３Ｐ
シュートは難しいシュートなので，左右方向への
狂いと深い関係がある10）という報告があるよう
に，３Ｐシュートはシュート軌跡のずれが大きい
ため，RBがライトウィングで多く獲得されると
推察される．また，トップからの３Ｐシュートは
シュート軌跡のずれがゴールの構造上，RB方向
に影響しやすいと考えられる．
　ゴール下シュート（図３〜７）による RB方向
は，ミドルシュート・３Ｐシュート（図８〜 17）
のような傾向を示さず，ウィングとトップで多く
RBが獲得される傾向を示した．ゴール下シュー
トによる RBのほとんどがリングから 1.25m以内
の狭い範囲で獲得されており，選手は RBを獲得
する際に多くのエリアをまたいで獲得しているこ
とが考えられる．本研究の方法では，２つ以上の
エリアをまたぐと RB獲得位置はウィング・トッ
プに集計される可能性が高いため，ゴール下
シュートによる RBがウィングとトップで多く獲
得される傾向を示したことが考えられる．高木14）

は，バスケットにごく近い地点でスローされる，
レイアップ，フック，タップ，バックの各シュー
トは，その RBのほとんどが，やはりバスケット
にきわめて近い地点に落下するから，方向予測の
必要性はほとんどないと述べている．本研究での
ゴール下シュートによる RBも，リングから1.25m
以内でほとんどが獲得されていた為，RB方向の
予測はほとんど必要ないと考えられる．

４）シュート距離と RB 方向の関係
　シュート距離と RB方向については，ライト
コーナーからのシュートにおいてシュート距離が
長くなるほど，RB方向はボールサイドコーナー
からヘルプサイドコーナーに移動することが示さ
れた（表４）．
　３Ｐシュート・ミドルシュートによる RBは
シュート軌跡が左右にずれなければ，RB方向は
シュート位置か，ヘルプサイド側の同角度に跳ね
返ることが考えられることから，ライトコーナー
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からの３Ｐシュートは，シュート軌跡に左右のず
れがなく，ゴールのヘルプサイド側の同角度に跳
ね返る位置に多く当たったことが考えられる．本
研究におけるライトコーナーからのシュートで
は，シュート距離が長くなるほど RB方向はボー
ルサイドコーナーからヘルプサイドコーナーに移
動することが示唆される．しかし，本研究の方法
では，２つ以上のエリアをまたぐと RB獲得位置
はウィング・トップに集計される可能性が高いた
め，RBのほとんどがリングから 1.25m以内の狭
い範囲で獲得されているゴール下シュートにおい
て RB方向の信頼性は低い．今後，別の方法での
検討が必要であると考えられる．
　本研究においてはオフィシャルゲーム中の
シュート位置と RB獲得位置の関係に明確な傾向
は見いだせなかった．このことは実際のゲームに
おける RB獲得位置をシュートの距離と方向だけ
で予測することの困難さを示している．今後は，
シューターの特徴，シュートしたボールのスピー
ド，アーチ，スピン，リバウンダーの特徴や，と
くにリングやボードに当たった位置などを含んで
研究されなければならない．
　しかしながら，速攻などの場面でリバウンダー
が一人しかいない状態においては，とくに RB獲
得位置をピンポイントで予測できることに越した
ことはない．バスケットボールは前述したように
１チーム５人で行うスポーツであり，ほとんどの
シュート場面においてチーム５人が RB獲得位置
をエリア（以下　RB獲得エリア）として予測で
きればディフェンス側の選手は通常オフェンス側
の選手よりリングの近くに位置する4）ためオフェ
ンス側の選手を 5人で RB獲得エリアから外に出
すように，または RB獲得エリアに入れないよう
にできる．その考えから発達したディフェンス側
の RB獲得戦術がボックスアウト5）であると考え
られる．
　以上のことから，ディフェンス側の選手は本研
究で得られた RB獲得エリアにオフェンス側の選
手を入らせないことや，RB獲得エリアの外に出
すことで RBを多く獲得できる可能性があると考

えられる．一方，オフェンス側の選手はオフェン
スリバウンドを獲得するための前提として高確率
に RBを獲得できるエリアへ移動する2）ことが報
告されているように，本研究で得られた RB獲得
エリアに入ることにより，オフェンス面での RB

を多く獲得できる可能性があると考えられる．
　本研究で得られた RB獲得エリアをチームで支
配することは，多くの RBを獲得できることが考
えられ，ゲームを優位に進める可能性の向上が示
唆された．

Ⅴ．まとめ

　本研究では，バスケットボール競技のオフィ
シャルゲーム中におけるシュート位置と RB獲得
位置の関係を統計的に明らかにし，コーチングに
おける基礎的データを得ることを目的とした．対
象とした 16 試合から，右手で放たれた 729 本の
シュートのシュート位置・リバウンド位置が得ら
れ，統計的に分析を行った．得られた主な結果は
以下の通りである．
１ ）どのシュート方向でもシュート距離が長くな
るほど，RB距離も長くなった．
２ ）３Ｐシュートにおいて，シュート方向がライ
トコーナーからレフトコーナーに移動するにつ
れて，RB距離が長くなった．
３ ）シュート距離が 3.75m以上のシュートによる

RB方向は，シュート位置のヘルプサイド側で
の同角度になることが示された．
４ ）ライトコーナーからのシュートにおいて
シュート距離が長くなるほど，RB方向はボー
ルサイドコーナーからヘルプサイドコーナーに
移動することが示された．

　以上の結果から，バスケットボール競技のオ
フィシャルゲーム中におけるシュート位置と RB

獲得位置の関係が統計的に明らかとなり，ディ
フェンス側の選手は RB獲得エリアにオフェンス
側の選手を入らせないことや，RB獲得エリアの
外に出すことで RBを多く獲得できる可能性が考
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えられた．さらに，オフェンス側の選手は，RB

獲得エリアにポジショニングすることによって，
RBを多く獲得できる可能性が示唆された．
　RB獲得エリアをチームで支配することは，多
くの RBを獲得できることが考えられ，ゲームを
優位に進める可能性の向上が示唆された．
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